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低地

・道が川のようになった
・牧場の水が集まり溢れた
・道が川のようになる

坂

・越水に備えて土のうを積んだ
が水は上がってこなかった

・避難もしなかった

・農地に水が流れ込み
低地に水が溜まった

佐久こまば学園

写真⑦-1 写真⑦-2

写真⑥-1 写真⑥-2

写真⑤

写真③-1 写真③-2

写真④

防災マップ記号凡例

令和元年台風19号及び
過去に起きた災害情報

災害発生の可能性がある場所

避難場所等情報

流水経路

WH=○○m

氾濫浸水範囲

浸水深さ

床上浸水

床下浸水

建物全壊

建物半壊

破堤・洗堀箇所

越水箇所

がけ崩れ

地すべり

土砂崩れ

土砂流出

土石流

通行止め

土のう積み

避難経路

指定避難所
指定緊急避難場所

その他施設

その他情報

・小さい橋がある
・木がつかえると溢れる

・水門を閉めないと用水が溢れる

・川がカーブしており、
水かさが高くなる

・木がひっかかると集落へ
流れ込む可能性が高い

・粘土質で水が流れやすい

・山からの水で道が川のようになった

・リサーチパークからの水

水門
・志賀川へ流す

調整池

・調整池のようなものがある

・道路まであふれそうだった

・用水が溢れた

・川が溢れると道路が危険

瀬戸公民館

樋管
・河川の水がいっぱいで用水が
流れず、溢れた

・水路の水が溢れ、
半地下に水が流れ込んだ

写真②-1

写真②-2

写真①-1 写真①-2

・志賀と石神で決壊したが、平賀は決壊を免れた
・各戸に無線情報機器を設置している
・主に水害を対象とした安否確認訓練を行っている
・河川カメラ、水位計が無いので、長野県に設置要望
を出している。

西耕地公民館

・昭和40年代の水害では一帯が浸水したが
台風19号では低いところだけでおさまった

・田んぼの藁が用水路に
つまり、水が溢れた

・西耕地公民館は浸水するため
避難できない（風水害時）
・南方の中込中学校は川を
渡らないと避難できないため
30人しか避難しなかった

・住民間で北方向の高台に避難しよう
と話している
・坂を上ったこの辺まで来れば安全
・中央隣保館か総合体育館に避難

・雨水が集まる

・大雨時、水門を閉めるが
用水路に雨水が入り込んでしまう

・余水吐があるが効果が無かった

・堤防が低く、越水ぎりぎりか、
少し越水した可能性もある

・総合運動公園は川を渡らないと
行けないので、避難場所として
適さない

・無堤防状態（じゃかご）

・土砂がたまる

・滑津川の本流が曲がっている
ため、ここに水がぶつかり
護岸上部が削られた

・田んぼが浸水した
・周囲の住民は避難していない

写真⑦

写真①

・道が崩れた
・用水の水が路盤を洗堀し、その上の道路を通った
新聞配達車が表層のアスファルトごと穴に落ちた 写真②

写真④

・河川水位ギリギリ
・あと1ｍで溢れそうだった
（台風19号災害）

写真③

・河川水位が高く
水路が逆流した
（排水107号）

・この区域は特に
早めの避難が必要

・高低差5ｍの崖
畑

田

・護岸が崩壊

・田んぼが一段低くなっている
・停電時ポンプが止まると
下水道が使えない

写真⑤

写真⑥

平賀地区地域防災マップ（西耕地）
制作年月：令和６年２月 長野県地域長野県地域発元気づくり支援金活用事業
作成：平賀地区、佐久市、佐久市消防団、株式会社千代田コンサルタント
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WH=0.1m

・用水が溢れ、土砂も流れた
・ギリギリ車両通行可能

WH=0.1m
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